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刊
行
に
あ
た
っ
て

公
益
財
団
法
人
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会 

理
事
長　
　

木 

村　

幾
次
郎　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
か
ら
解
放
さ
れ
、
四
年
ぶ
り
に
通
常
の
形
で
催
行
さ
れ
た
、
令
和
五
年
の
祇
園
祭
山
鉾
行
事
。
文

化
庁
の
京
都
移
転
に
伴
い
、文
化
庁
長
官
都
倉
俊
一
様
に
前
祭
山
鉾
巡
行
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

秋
に
は
「
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
百
年
の
集
い
」
を
開
催
し　

歴
史
資
料
調
査
を
お
願
い
し
て
い
る
先
生
方
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
興
味

深
い
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
六
年
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
の
一
〇
一
年
目
の
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
数
年
継
続
し
て
進
め
て
お
り
ま

す
祇
園
祭
歴
史
資
料
調
査
の
四
冊
目
の
報
告
書
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。
当
連
合
会
の
戦
中
・
戦
後
の
記
録
や
函
谷
鉾
町
文
書
等
の
調
査
結

果
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
り
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
も
う
し
あ
げ
ま
す
。
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凡　

例

・ 

本
書
は
、
公
益
財
団
法
人
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
が
令
和
五
年
四
月
か
ら
令
和
六
年
三

月
に
か
け
て
実
施
し
た
、
歴
史
資
料
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

・ 

本
事
業
の
調
査
体
制
に
つ
い
て
は
、
巻
末
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・ 

本
年
度
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
函
谷
鉾
保
存
会
よ
り
格
別
の
ご
高

配
を
賜
っ
た
。

・ 

第
一
章
で
報
告
す
る
資
料
は
、祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
所
蔵「
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
文
書
」

と
公
益
財
団
法
人
函
谷
鉾
保
存
会
所
蔵
「
西
楼
門
前
石
狛
有
志
人
名
録
」
で
あ
る
。

文
書
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
別
に
凡
例
を
掲
げ
て
い
る
。

・ 

第
二
章
に
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都
で
開
催
さ
れ
た

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

書
き
起
こ
し
を
収
録
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
書
き
起
こ
し
は
横
田
彩

乃
（
龍
谷
大
学
大
学
院
）
が
担
当
し
、
報
告
者
が
加
筆
修
正
を
施
し
た
。

・ 

本
書
の
執
筆
・
編
集
は
、
村
上
忠
喜
（
京
都
産
業
大
学
教
授
）
と
下
坂
守
（
京
都
国

立
博
物
館
名
誉
館
員
）、
高
木
博
志
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）、
奥
田
以

在
（
同
志
社
大
学
准
教
授
）、
橋
本
章
（
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
員
）、
村
山

弘
太
郎
（
京
都
外
国
語
大
学
准
教
授
）
が
行
い
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
事
務
局
と
安

井
雅
恵
（
京
都
市
文
化
財
保
護
課
美
術
工
芸
・
民
俗
文
化
財
係
長
）・
福
持
昌
之
（
京

都
市
文
化
財
保
護
技
師
・
主
任
）、
今
中
崇
文
（
京
都
市
文
化
財
保
護
技
師
）
が
補

佐
し
た
。

・ 
本
書
の
掲
載
写
真
は
、
特
に
注
記
の
な
い
も
の
以
外
、
執
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で

あ
る
。

・ 

本
事
業
は
、
文
化
庁
の
令
和
五
年
度
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進
事
業
（
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
）
の
助
成
を
受
け
て
実
施
す
る
「
祇
園
祭
の
文
化
遺
産
総
合
活
性
化

事
業
」
の
一
部
で
あ
る
。
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ま
え
が
き

村
上　

忠
喜

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）、祇
園
祭
の
直
前
に
組
織
さ
れ
た
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
は
、

二
〇
二
三
年
に
創
設
百
年
を
迎
え
た
。
祭
礼
執
行
団
体
の
連
合
組
織
と
し
て
、
行
政
指

導
で
は
な
く
自
ら
組
織
化
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
一
世
紀
に
及
ぶ
団
体
は
他
に
類
を
見
な

い
。本

調
査
事
業
の
目
的
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
の
百
年
の
歴
史
を

振
り
返
る
こ
と
は
、
そ
の
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
同
会
の
活
動
の
歴
史
を
詳

ら
か
に
し
、
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
を
支
え
る
人
た
ち
が
、
激
動
の
近
現
代
と
い
う
時
代

を
い
か
に
処
し
て
こ
ら
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
祭
礼
行
事
の
継
承
に
つ
い
て
の
豊

か
な
知
見
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
は
祇
園
祭
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
数
あ
る
大
規
模
祭
礼
の
祭
礼
維
持
の
指
針

と
な
る
ヒ
ン
ト
も
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

第
四
集
と
な
る
本
書
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
挟
む
前
後
の
七
年
間
の
連
合

会
記
録
の
翻
刻
と
そ
の
解
説
を
掲
載
し
た
。
こ
こ
に
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
世
に
出
な
か
っ

た
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今
後
解
読
さ
れ
る
予
定
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
資
料
と
併
せ
て
、
戦

後
す
ぐ
の
祇
園
祭
山
鉾
行
事
を
考
え
る
基
本
資
料
の
ひ
と
つ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

各
保
存
会
が
お
持
ち
の
近
現
代
資
料
の
発
掘
も
、本
調
査
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
る
。

町
文
書
の
調
査
は
、
公
的
に
は
京
都
市
史
編
さ
ん
事
業
の
中
で
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果

は
、『
京
都
の
歴
史
』、『
史
料
京
都
の
歴
史
』
に
結
実
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

山
鉾
町
地
域
の
調
査
は
他
地
域
に
先
ん
じ
て
行
わ
れ
た
た
め
、
当
時
の
資
金
的
な
都
合

も
あ
っ
て
か
、
基
本
的
に
近
代
以
降
の
資
料
は
網
羅
的
な
撮
影
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

本
年
度
の
報
告
書
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
明
け
の
昨
年
度
の
下
半
期
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
、
函
谷
鉾
町
文
書
の
な
か
か
ら
、
八
坂
神
社
西
楼
門
前
石
狛
の
寄
付
に
関

わ
る
資
料
を
紹
介
し
て
考
察
を
加
え
た
。
函
谷
鉾
町
文
書
は
す
こ
ぶ
る
大
量
に
残
さ
れ

て
お
り
、
未
だ
全
撮
影
は
終
了
し
て
い
な
い
も
の
の
、
来
年
度
上
半
期
に
は
完
了
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

本
書
の
後
半
に
は
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
に
、
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
行
わ
れ
た
、

「
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
創
設
百
年
の
つ
ど
い
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会

主
催
）
で
の
基
調
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
を
掲
載
し
た
。
当

日
は
、
山
鉾
連
合
会
・
各
保
存
会
は
無
論
の
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
行
政
機
関
、

関
係
企
業
な
ど
か
ら
約
二
七
〇
名
と
い
う
多
く
の
方
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
。
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
に
、
思
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
と
同
時
に
立
ち
上
が
っ
た
本
事
業
で
あ
る
が
、
遅
々
と

し
た
歩
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
確
実
に
資
料
収
集
を
進
め
て
き
て
い
る
。
ま
た
山
鉾
町

の
方
々
か
ら
も
、「
う
ち
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
け
ど
、
見
に
来
て
く
れ
」
と
い
っ
た

お
話
も
直
接
い
た
だ
く
よ
う
な
機
会
も
増
え
て
き
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
そ

の
す
べ
て
に
す
ぐ
お
答
え
す
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い

る
。最

後
に
、
大
変
な
忙
し
さ
な
の
か
で
調
査
準
備
の
便
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
祇
園
祭

山
鉾
連
合
会
事
務
局
や
、
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
保
存
会
な
ど
関
係
者
の
方
々
に
篤

く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


